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	交通安全環境研究所（以下「研究所」という。）は、以下を背景に、研究所が行う研究課題について、社会ニーズに照らした必要性、目的・内容の適切性等の観点から評価を行っていただくことを目的として、研究所外部の専門家、有識者の方々から成る研究評価委員会を設置しています。

